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はじめに
この新ルールは去年の夏ごろからＩＢＦで議論され試験案（３×２１、５×１１）から数度にわたり
改訂され今日に至っています。
すべてはオリンピック競技に生き残るため各国協会が苦渋の選択をしＩＢＦ総会にて選択わけです。
ラリーポイントシステムについてはバレーや卓球をイメージしてください。
ダブルスの順番については、セカンドサーバーがありませんので資料（その１，２）を見て覚えてください。
また、インターバルの時間やその他変更点がありますので注意してください。

①新ルールについて
②Ｑ＆Ａ
③ダブルスの順番（その１）
④ダブルスの順番（その２）
⑤ラリースコアシートの書き方
⑥新スコアシート
⑦コールの仕方

新ルールの概要については各サイトに載っていますので参考にしてください。
特に茨城、神奈川、愛媛、大分は新ルール（概要）の情報が早く信頼できるサイトです。

ＩＢＦの公式サイト（英語） http://www.internationalbadminton.org/newrallypointsystem.asp

日本バドミントン協会 http://www.u-netsurf.ne.jp/nichiba/nba/shinpan/scoring2006.pdf
（４月５日付、競技審判部新ルールの概要、６月１７日に改訂されています）
注：特にサービスコートエラーなどの処理の仕方が変更

愛媛県協会 http://bulutangkis.web.infoseek.co.jp/ehime/06newscorring.htm

神奈川県協会 http://www.h3.dion.ne.jp/̃kba/shinpan/scoringsystem.pdf

大分県協会 http://www.oct-net.ne.jp/̃ja6ltm/ken15/_derived/Taro13-raripoint.pdf

茨城県協会 http://members3.jcom.home.ne.jp/ibad/SHORUI/new-rule.html

私が、概要を書くより上記のサイトを見ていただければわかりやすいと思います。

北海道協会の今後の動きについて

今年の北海道選手権、全道ジュニア、全道社会人は新ルールで行われますので参考にしてください。
あとは、各連盟が指示を出すはずです。（事実上、日バの下で新ルールが解禁された。）

７月１５日（土）旭川市で暫定新ルール講習会が行われ、各地区代表と各連盟が集まります。

また、苫小牧地区においては新ルールの暫定講習会を７月２７日（木）総合体育館　
午前９：００より１時間程度開催されます。（その後は各運営委員会で講習会を決める）

正式なルールはＩＢＦが８月に発表し、翻訳するまで詳細はわかりません。
９月に正式な全国伝達講習会が行われ各都道府県に伝達し各地区協会の順に講習が行われます。
その時に、新競技規則書が配布される予定です。それまでは、変更のない場所は旧ルールで行い
変更部分は新ルールの概要（改訂版）を参考に行われます。
また、できたばかりの未完成のルールですので今後また北京オリンピックまでいくつかの変更があ
るかもしれません。

以上
文責は　　　小蔵　　力（北海道バドミントン協会　審判員会　副委員長、国際審判員セミナー２００３、日バ公認B級レフェリー

参考資料 上記の協会サイト
新ルール改訂版(日バ競技審判委員会からの資料）
北海道協会競技・審判委員会役員会の資料等
ＩＢＦ発行試験案→第１案→第２案→最終案→改訂版（すべて英語）
全国シニア大会（旭川）審判講習会(追加）
高橋英夫国際レフェリーからのケーススタディー（追加）

協力 室蘭地区バドミントン協会　　　　　　村田弘志（ＩＢＦ案の英語の翻釈）
名前を出せませんが尊敬する審判員の方 （々ＩＢＦ案の英語の翻釈）

次回は、１２月１０日以降のレフェリー検定会後に更新します。



新ルールＱ＆Ａ

質問１ ポイントシステムはどうなっていますか？ 回答１ ラリーポイントについてはバレーや卓球をイメージしてください。
３ゲームで先に２ゲームを先取した方が勝ちとなります。
２１点を先に取ったほうがゲームの勝者になります。
２０点オールの時に延長戦（自動的に）が行われます。２点差がつく
まで行われ最大３０点まで行われます。

質問２ インターバルは変更になっていますか？ 回答２ まずは、どちらかのサイドが１１点に達した時に６０秒を超えないイン
ターバルが設けられました。１、２ゲーム目の時、エンドはそのまま
で、３ゲーム目はエンドを交換します。（新設）
そして、ゲーム間は１２０秒を超えないインターバルをします。
ゲーム間（１ｹﾞｰﾑー２ｹﾞｰﾑー３ゲーム）は従来どおりエンドを替えます。
もちろん、両プレーヤーが準備できたら時間前に行ってもかまいま
せん。（ＴＶマッチなど特別な事情がない限り）
規定の時間に達した時にプレーヤーに声をかけている審判員がいま
すが、規定の時間の２０秒前に準備を促すアナウンスをしてください。

質問３ セカンドサーバーがありますか？ 回答３ セカンドサーバーはありません。ラリーに負けるとサービスオーバー
になります。

質問４ ダブルスのサービス、レシーブの順番はどう 回答４ 最初のサービス（０－０）の時、右側からサーブをします。ラリーに
なっていますか？ 負けてサービスオーバーになるまで、同じ人がサービスコートを

替えてサービスします。
サービス権を持って自得点が偶数なら右サービスコートからサービ
スし、奇数なら反対の左サービスコートからサービスします。
サービスオーバーで得点が入っても位置は変えません。
つまり、わかりやすく言うとＡＢ組とＣＤ組で最初にサーブをしたのが
Ａとし、最初にレシーブしたのがＣとするとＡ→Ｄ→Ｂ→Ｃの順番に
サービスしたことになります。
主審はスコアシートをきちんとつけていれば誰がレシーバーかわかります。
練習試合では、サービスオーバー偶数ー偶数や奇数－奇数の時は
前回のサーバーとレシーバーは同じ場所で入れ替わるだけと覚えて
おくとすぐに、構えられます。また、サービスオーバー奇数ー偶数、
偶数ー奇数の場合はその逆を適用するとわかりやすいと思います。
ダブルスの順番（その１，２）を参照してください。

質問５ ラインジャッジ（ＬＪ）の判定を主審が覆すこと 回答５ 明らかに、ＬＪが間違えた時に主審がＬＪの判定を変更できることに
ができますか？ なりました。コールの仕方参照を見て下さい。

以前は、ＬＪ、ＳＪの変更は主審とレフェリーが協議をして変更するで
したがレフェリーのみが判断するになりました。

質問６ アドバイスについてはどうですか？ 回答６ インターバル時は従来と同じようにできます。それと、インプレーでな
い時にできますが、コーチ席に座ったままになります。
コートサイドに駆け寄ったり、ラリー中に影響を及ぼすようなことがあ
るとそのラリーはレットになり、レフェリーが呼ばれ、レフェリーから警
告（コーチに）を与えられ、再度犯すと必要なら競技場から退場もありうる。
（また、日本においては教育上配慮からアドバイスは認めない大会も
　特別ルールとして今後あるかもしれません）

質問７ サービスについて、変更がありましたか？ 回答７ サーバーとラケットヘッドの後方への動きが完了したら、すぐにサー
ビスをしないと、サービスの不当な遅延とみなされる。
サーバーの責任でないこと以外で後方から前方への流れが一連とし
た動作でない（とめる等）とサービスの遅延とみなされる。
前方へ動いてとめるのは従来どおりのフォルトである。
ウエストラインの規程：肋骨の下の部分の架空のラインで従来の
解釈である手を直角にのラインを使ってもよいとのこと。
サーバーの持つラケットヘッドとラケットを持つ手との位置関係が削除
され、当たった瞬間はシャフトが下向きならよい。
また、ＩＢＦの試験案ではダブルスのロングサービスラインが撤廃される
案もありましたが、廃案になり今後どのように変更になるかわかりません。

質問８ 隣のコートからシャトルが入ってきました 回答８ 新ルールでは、プレーヤーが気づかなかった時や、邪魔にならない
どうしますか？ 程度ならレットをコールしないに変わりました。

状況によっては“レット”コールしないと解釈してください。

質問９ シャトルの交換は？ 回答９ シャトルの交換は主審が決める。
（なぜこのようなことが、決められたかというと試験案ではサービス
ジャッジにも権限をみとめていたから、二転三転している。今後変
更があるかも）



質問１０ インターバルボードは必ず置かないとい 回答１０今回の新ルールに初めて、置くことが明文化されました。今後、
けませんか？ 用意されてた方がいいと思います。また、サービスジャッジがいる

場合はＳＪが置くように明文化されています。
また、インターバル中は確実にＳＪがモップ掛けをします。（指示する）

質問１１ 不品行な振舞いで一度フォルトを取られ 回答１１レフェリーより失格させられることがあります。
２度目になりました。

質問１２ 不品行な振舞いで最初に警告を受け、その 回答１２インターバル中も同様に扱われます。『例』セカンド（ファイナル）ｹﾞｰﾑ、
後インターバル中に不品行な振舞いをしま とコールし、フォルト　フォー　ミスコンダクトと
した。どうなりますか？ コールし場合によっては“サービスオーバー”とコールし、スコアを

コールする。（その時、指定されたカードを右手で頭上に上げる。）
そして、プレーとコールする。

質問１３ サービスコートの間違えはどうなりますか？ 回答１３間違えは訂正することとし、その時のスコアはそのままとする。
スコアは訂正しません。トマス・ユーバー杯後から変更された。
スコアシートには“Ｃ”のマークを記入

質問１４ ２０点オールの時は主審はどのようにコー 回答１４トマス・ユーバー方式では“two”とジェスチャーがありましたが変更
ルしますか？ になり、２０オールとコールするだけになりました。

質問１５ ２９点オールの時は主審はどのようにコー 回答１５トマス・ユーバー方式では“one”とジェスチャーがありましたが変更
ルしますか？ になり、２９ゲーム（マッチ）ポイントオールとコールするだけになりました。

質問１６ 主審もプレーヤーも１１点のインターバルを 回答１６そのままゲームを続けます。
忘れてしまい途中で気づきました。 （しかし、気づかなかった審判にも責任があります。このようなことが

ないように３つ先を考えて審判業務に当たりましょう。）
また、その後のマッチコントロールにも影響を与えことになりますので
汗拭きの要求として認めてあげるほうがよいのではないでしょうか。

質問１７ インターバルの時に着替えに行ってよい 回答１７時間内にコートに帰ることができればOKです。
でしょうか？ 遅れたきた場合は不品行な振舞いとして処理されます。

大幅に遅れた場合は一発「フォルト」も有りえます。
逸脱する遅れは失格も有りえます。

質問１８ プレーヤーがゲーム途中でトイレに行き 質問１８生理的要求については、ケガと同様に扱われます。
たいと要求がありました。主審は？ レフェリーを呼び、女性であれば同性の役員を同伴させると良いでしょう。

そして、中断時間を計測しプレーを再開する。
切羽詰った状況なら主審が判断して「早く行ってきなさいといったほうが
いいでしょう。

質問１９ 戦術として、疲れた時にトイレタイムが 質問１９主審、レフェリーはプレーヤーが本当にトイレに行きたいかどうか。見抜ける
使われませんか？ 眼力が必要です。

質問２０ ミスしてラケットで床をたたきました。 回答２０ネットやコート施設と同様に不品行な振舞いとして処理します。
しかし、プレーヤーがすぐに気がつき、相手プレーヤー、主審に
否を認めるなら初回は「注意」だけでよいでしょう。
ラケットを挙げて誤るポーズ（非を認めるポーズ）
ラケットを壊すぐらいに叩き観客や線審補助員に当たった場合は
レッドカードを挙げ一発「フォルト」でよいでしょう。

質問２１ プレーヤーが体力を回復しようとして 回答２１今回の競技規則で不品行な振舞いとして処理する事になっています
コート内をウロウロ歩いています。 （プレーヤーの名前を言って無視するようなら）

質問２２ 延長戦になって再度マッチ（ゲーム） 回答２２２９点マッチ（ゲーム）ポイントになるまでコールしなくても良いです。
ポイントとその都度主審がコールしますか？

質問２３ コーチはインターバルが終わった時、どちらの回答２３プレーヤーと同様にチェンジエンズして自分のプレーヤー側に
サイドの席に戻りますか？ 移動をします。

質問２４ インターバル中にシャトルを打って練習して 回答２４練習時間ではないのでだめです。
いいですか？ ただ、シャトルが正当な飛行をしているのか確認するのは

OKです。

質問２５ ネット上を通らないでコートに入りました。 回答２５以前はラリー中はOKでしたが、改正されフォルトになります。



ダブルスのサービスの順番について 文責　小蔵　力

③レシービングサイドがラリーに勝ったときに、そのサイドにサービス権が移動し、同時
　そのサイドは１点を得て、新しいサービングサイドとなる。そして、次のサービスを行う

②サービングサイドがラリーに勝ったときに、そのサイドは１点を得て、 　そのとき、自得点が偶数なら右の、奇数なら左のサービスコートから、その位置にいる
 　同一サーバーがサービスコートを替えてサービスを行う。 　プレーヤーがサービスを行う。

ＳＯはサービオーバーの略 左と逆のパターン

A S 0 A S 0
B B
C R 0 C R 0
D D

A S 0 1 A S 0
B B
C R 0 C R 0
D D 1

A S 0 1 A S 0
B B
C R 0 C R 0
D 1 D 1 2

サービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったのでＤは
サービスコートを替えてＤ→Ａへとサービスを行う。

A S 0 1 A S 0
B B 1
C R 0 C R 0
D 1 2 D 1 2

A S 0 1 A S 0
B 2 B 1 2
C R 0 C R 0
D 1 2 D 1 2

サーバーＢはサービスコートを替えてサービス

A S 0 1 A S 0
B 2 B 1 2 3
C R 0 3 C R 0
D 1 2 D 1 2

サーバーＢはサービスコートを替えてサービス

のでサービスオーバーとなり、サービングサ

イドのＡ・Ｂの得点が偶数なので右サービス

コートから、Ｂ→Ｄへとサービスをする

主審のコール

サービスをする。

主審のコール
サービスオーバー　　２－２（２オール）
レシービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝った　

スコアシート

へとサービスをする。

主審のコール
１－０

サービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝
ったので得点が１（奇数)なのでＡは左の

サービスコートでサービスを行う。

（Ａ→Ｄ）

主審のコール
サービスオーバー　　１－１

サービングサイド（サービスオーバー）となりＣ・Ｄ

２－０

スコアシート

ＡトゥサーブトゥＣ

ラブオール，プレー

主審のコール
サービスオーバー　１－０

レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったので、

サービスオーバー　　３－２
レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝った　
のでサービスオーバーとなり、サービングサ

①サービスは、それぞれのサイド１回のみ、ラリーに負けるまで続ける。
　ダブルスでは、今までのようなセカンドサーバーがなくなった。

主審のコール
オンマイライトＡ・Ｂ
オンマイレフトＣ・Ｄ
ＡトゥサーブトゥＣ
ラブオール，プレー

スコアシート

スコアシート

スコアシート

の得点が１（奇数）なので左のサービスコートから

Ｄ→Ｂへとサービスを行う。

２－１
主審のコール

サービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったの

レシービングサイド（Ｃ・Ｄ）がラリーに勝った
のでサービスオーバーをする、Ｃ・Ｄの得点

が奇数なので左のサービスコートから

Ｄ→Ａへとサービスをする。

主審のコール

でＤはサービスコートを替えてＤ→Ｂへと

スコアシート

主審のコール
オンマイライトＡ・Ｂ
オンマイレフトＣ・Ｄ

スコアシート

スコアシート

主審のコール

２－２（２オール）
サービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝ったので

をする。（Ｂ→Ｄ）

スコアシート

主審のコール

スコアシート

サービスオーバー　　１－２
レシービングサイド(Ａ・Ｂ）がラリーに勝ったので
サービスオーバーをする。サービングサイドＡ・Ｂの

得点が奇数なので左のサービスコートからＢ→Ｃ

スコアシート

コートから、Ｃ→Ａへとサービスをする

をする。（Ｂ→Ｃ）

スコアシート

主審のコール
３－２

サービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝ったので

イドのＣ・Ｄの得点が奇数なので左サービス

AB

C D

A B

C D

A B

C D

A B

CD

A B

CD

A B

CD

AB

C D

AB

C D

AB

CD

AB

CD

A B

CD

AB

CD

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

最初は右サービス
コートからサービスを
開始します。

最初は右サービス
コートからサービスを
開始します。

SO1-1なので先ほどの
サーバーとレシーバー
が逆になります。

ＳＯ２－２なので先ほどの
サーバーとレシーバーが逆
になります。

ＳＯ１－２で先ほど２点でサー
ブしたのはＤであるから、右に
いたことになるので、Ｂが左か
らサーブするとレシーバーはＣ

重要

重要

重要



ダブルスのサービスの順番について
重要

ＳＯはサービスオーバーの略です

A S 0 A S 0 2
B B 1 3
C R 0 C R 0 2
D D 1 3

A S 0 A S 0 2
B B 1 3
C R 0 C R 0 2 4
D 1 D 1 3

A S 0 A S 0 2 4
B 1 B 1 3
C R 0 C R 0 2 4
D 1 D 1 3

A S 0 A S 0 2 4
B 1 B 1 3
C R 0 2 C R 0 2 4
D 1 D 1 3 5

A S 0 2 A S 0 2 4
B 1 B 1 3 5
C R 0 2 C R 0 2 4
D 1 D 1 3 5

A S 0 2 A S 0 2 4
B 1 B 1 3 5
C R 0 2 C R 0 2 4 6
D 1 3 D 1 3 5

重要
つまり、AB組/CD組でAがファーストサーバーでCがファーストレシーバーなら
A→D→B→Cの順番でサービスをする。（サービスオーバーが連続すると）

Ｂ→Ｄへとサービスをする。

主審のコール
サービスオーバー　　５－５

主審のコール

主審のコール
サービスオーバー　　５－４

主審のコール
サービスオーバー　２－１

レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったの
で得点が２（偶数)点となり、Ｃが右サービスコ

主審のコール
サービスオーバー　３－３

Ｂ→Ｄへとサービスを行う。

主審のコール 主審のコール

オンマイライトＡ・Ｂ
オンマイレフトＣ・Ｄ

Ｃ→Ａへとサービスをする。

レシービングサイド(Ａ・Ｂ）がラリーに勝ったので
サービスオーバーをする。サービングサイドＡ・Ｂの

得点が５（奇数）なので左のサービスコートから

レシービングサイド(Ｃ・Ｄ）がラリーに勝ったので
サービスオーバーをする。サービングサイドＣ・Ｄの

得点が６（偶数）なので右のサービスコートから

サービスオーバー　　６－５

Ｂ→Ｄへとサービスをする。

スコアシート

サービスオーバー偶数ー偶数、またはＳＯ奇数ー奇数のス
コアの時は同じ方向で同じサーバーと同じレシーバーが入
れ変わるだけである。（早く覚えるコツ）

コートから、Ｄ→Ｂへとサービスをする

スコアシート

スコアシート

レシービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝ったので、
サービングサイド（サービスオーバー）となりＡ・Ｂ

ートからサービスをする。（Ｃ→Ａ）

サービスオーバー　４－３
レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったので、
サービングサイド（サービスオーバー）となりＣ・Ｄ

レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝った　
のでサービスオーバーとなり、サービングサ

コートから、Ａ→Ｃへとサービスをする

スコアシート

イドのＣ・Ｄの得点が奇数なので左サービス

主審のコール
サービスオーバー　　３－２

の得点が４（偶数）なので右のサービスコートから

Ｃ→Ａへとサービスを行う。

主審のコール
サービスオーバー　４－３

レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったので、
サービングサイド（サービスオーバー）となりＣ・Ｄ

の得点が４（偶数）なので右のサービスコートから

レシービングサイドのＡ・Ｂがラリーに勝った　
のでサービスオーバーとなり、サービングサ

イド（Ａ・Ｂ）の得点が偶数なので右サービス

の得点が１（奇数）なので左のサービスコートから

サービスオーバー　１－０
レシービングサイドのＣ・Ｄがラリーに勝ったの
で、得点が１（奇数)なのでＤが左のサービス

コートからサービスをする。

主審のコール
サービスオーバー　　１－１

主審のコール
サービスオーバー　　２－２（２オール）

Ａ→Ｃへとサービスを行う。

Ｄ→Ｂへとサービスをする。

スコアシート スコアシート

得点が５（奇数）なので左のサービスコートから

レシービングサイド(Ｃ・Ｄ）がラリーに勝ったので
サービスオーバーをする。サービングサイドＣ・Ｄの

スコアシート

のでサービスオーバーをする、Ａ・Ｂの得点

が奇数なのでＢが左のサービスコートから

レシービングサイド（Ａ・Ｂ）がラリーに勝った

スコアシート

（Ａ→Ｄ）

スコアシート

ＡトゥサーブトゥＣ
ラブオール，プレー

スコアシートスコアシート

スコアシート

主審のコール

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

AB

C D

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

最初は右サービスコー
トからサービスを開始
します。

Ａ・Ｂがラリーに勝つ

Ｃ・Ｄがラリーに勝つ

ＳＯでスコアが奇数同士
なので前のサービス、レ
シーブの逆になり入れ替
わりますます。

２－２で偶数同士なので
先ほどのサービスとレ
シーバーは逆になりま
す。

先ほど(2-2)Aが右でサーブし
ていたので左のBがレシー
バーである。

重要

重要

重要



文責　小蔵　力 （例）暫定IBF　ラリーポイントスコアシート（得点用紙） (3X21) 予定開始時刻

開始時刻 13:45
終了時刻 14:１５

試合番号 MD:1 高木純二 （北海道ＤＤＫ） 阿部　武 （ＯＫ北海道） 試合時間 ３０分

コート番号 1 主審 村田 弘志
加藤真一 （北海道ＤＤＫ） 小西　徹 （ＯＫ北海道）

日時 2006/05/06 サービスジャッジ 小蔵　　力

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 1 2 3 4 5 6 11 12 13 14 15 20 22

加藤真一 （北海道ＤＤＫ）Ｒ 0 7 8 9 10 16 17 18 19 21

阿部　武 （ＯＫ北海道） 7 8 9 13 14 15 16 17 18 21

小西　徹 （ＯＫ北海道）Ｓ 0 1 2 3 4 5 6 10 11 12 Ｗ 19 20 22

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 24 26 28 29

加藤真一 （北海道ＤＤＫ） 23 25 27 29

阿部　武 （ＯＫ北海道） 23 25 27 29

小西　徹 （ＯＫ北海道） 24 26 28 30 30

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 1 2 3 4 9 10 11 12 13 14 16 16

加藤真一 （北海道ＤＤＫ）Ｒ 0 5 6 7 8 15

阿部　武 （ＯＫ北海道） 5 Ｃ 12 13 14 15 16 17 18

小西　徹 （ＯＫ北海道）Ｓ 0 1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 19 20 21 21

高木純二 （北海道ＤＤＫ）
加藤真一 （北海道ＤＤＫ）
阿部　武 （ＯＫ北海道）
小西　徹 （ＯＫ北海道）

高木純二 （北海道ＤＤＫ）
加藤真一 （北海道ＤＤＫ）
阿部　武 （ＯＫ北海道）
小西　徹 （ＯＫ北海道）

Winner(s): 阿部　武 小西　徹 Score: Umpire: 村田　弘志 Referee: 河崎　正紀

（注）ルールの細部やスコアシートも今後再度変更になる場合がありますので取り扱いには注意してください。
○最初にスコアを書き、その後スコアをコールする、その時顔を上げてアナウンスする。
○５段のスコアシートだが、６段にしてもよい。
○シングルスは従来のものを使用してもよい。

2Ｌ 170 21 Ｒ

29 30

warning（警告）“Ｗ”
イエローカード/2回目
fault(レッドカード）“Ｆ”

失格は日バ 旧ルールでは“Ｄ”、ＩＢＦではDisqualified
レフェリーコールは日バ旧ルールは“レ”、ＩＢＦ新ルールは
“Ｒ”

３０
２９

２１
１６

20点オールの場合
20オールとコールす
る
斜めの線を記入する

ＳはサーバーでＲは
レシーバーそれぞ
れに０を記入

Ｒは右側
Ｌは左側

小西が右からサーブで
レシーバは前回右側にいた
のは加藤である。

高木が左からサーブで
前回は１２点のときに右にい
たのは小西なのでレシー
バーは左にいた阿部であ
る。

サービスコートの間違え“Ｃ”をマー
ク
Ｓｅｒｖｉｃｅ　court error Corrected



（例）暫定IBF　ラリーポイントスコアシート（得点用紙） (3X21) 予定開始時刻

開始時刻 13:45
終了時刻 14:１５

試合番号 MS:1 高木純二 （北海道ＤＤＫ） 小西　徹 （ＯＫ北海道） 試合時間 ３０分

コート番号 1 主審 村田 弘志

日時 2006/05/06 サービスジャッジ 小蔵　　力

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

小西　徹 （ＯＫ北海道）Ｓ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｗ 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 23 24 25 26 27 28 29 29

小西　徹 （ＯＫ北海道） 23 24 25 26 27 28 29 30 30

高木純二 （北海道ＤＤＫ） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 16

小西　徹 （ＯＫ北海道）Ｓ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 21

高木純二 （北海道ＤＤＫ）

小西　徹 （ＯＫ北海道）

高木純二 （北海道ＤＤＫ）

小西　徹 （ＯＫ北海道）

Winner(s): 小西　徹 Score: Umpire: 村田　弘志 Referee: 河崎　正紀

Ｌ 17 21 Ｒ0

29 30

2

warning（警告）“Ｗ”
イエローカード/2回目
fault(レッドカード）“Ｆ”を
マークしレフェリーを呼ぶ。

失格は日バ 旧ルールでは“Ｄ”、ＩＢＦではDisqualified
レフェリーコールは日バ旧ルールは“レ”、ＩＢＦ新ルールは“Ｒ”

３０
２９

２１
１６

20点オールの場合
20オールとコールす
る

Ｓはサーバー

Ｒは右側
Ｌは左側



（注）ルールの細部やスコアシートも今後再度変更になる場合がありますので取り扱いには注意してください。
（例）暫定日バ　ラリーポイントスコアシート（得点用紙） (3X21)

予定開始時刻
試合番号 開始時刻

終了時刻
コート番号 試合時間

主審
日時 サービスジャッジ

（ ） （ ）

勝者署名 主審署名 レフェリー署名



（注）ルールの細部やコールの仕方も今後再度変更になる場合がありますので取り扱いには注意してください。
文責　小蔵　　力

 200６年改訂暫定 主審のコールの仕方 
トス（日本ではじゃんけんが慣例、海外ではコイン）をしてください｡

プレーヤーを紹介するとき
(1) シングルスのとき オンマイライト Ｘさん Ａ（チーム名）

オンマイレフト Ｙさん Ｂ（チーム名）
（言いながら右で右側、左手で左側を指す）

例 Ｘさんがサーバーの場合 Ｘさん　 トゥ　サーブ
(2) ダブルスのとき オンマイライト Ｘさん Ｗさん Ａ（チーム名）

オンマイレフト Ｙさん Ｚさん Ｂ（チーム名）
（言いながら右で右側、左手で左側を指す）

例 Ｘさんがサーバーで、Ｙさんがレシーバーの場合 Ｘさん トゥ　サーブ　トゥ　 Ｙさん
マッチ（試合）を始めるとき ラブオール、プレー（ラブオールプレーすぐに言わずにラブオール『すばやく周囲を確認』してプレーとはっきり言う。）

（３）団体戦のとき（シングル） オンマイライト 　Ａ（チーム名）、　リプリゼンティッド　バイ　X（選手名） 
オンマイレフト B（チーム名）、　リプリゼンティッド　バイ　ｗ（選手名） 
A（チーム名） 　トゥ　サーブ
ラブオール、プレー

（４）団体戦のとき（ダブルス） オンマイライト 　Ａ（チーム名）、　リプリゼンティッド　バイ　X（選手名） 、W（選手名）
オンマイレフト B（チーム名）、　リプリゼンティッド　バイ　Y（選手名）、Z(選手名） 
A（チーム名） 　トゥ　サーブ
X（選手名）　トゥ　Y（選手名）
ラブオール、プレー
団体戦の場合はゲーム、マッチ　ワン　バイのあとは選手名ではなくチーム名を言う。

チェンジエンズやプレー中断の後 プレー
フォルトが起きたとき フォルト
レシーバーのフォルト フォルト レシーバー
サーバーのフォルト フォルト 
(1) サービスジャッジがフォルトとコールしたとき (１)サービスフォルト コールド(主審がコール)
(2) サービスジャッジがいないとき (２)フォルト

レットにするとき レット（または プレー ア レット）(新‥コーチにより、プレーが混乱させられたり、相手サイドの
サービングサイドが負けて 　　　プレーヤーの注意がそらされたりしたと判断したら「レット」を
(1) 相手側のサービスになるとき サービスオーバー 　　　コールする。そして、すぐにレフェリーを呼ぶ。

（注）サービスオーバーは一つの単語であるので続けて言う。
スコアをコールするとき
(1) シングルスやダブルスのサーバーがサービスのとき
例１ サービングサイドのスコアが８、レシービングサイドのスコアが３ エイト スリー
例２ ５対５の同点 ファイブ オール
一方のサイドが11点に達したとき １１－７　インターバル (インターバルボードを設置しない。）　“インプレー終了時”に時間を計測
1分間のインターバルで４0秒経過 （コート番号）20秒（20second)２回繰り返すそのときコーチはコートを離れる。

注：1コートのみの場合はコート番号は不要
プレーを再開するとき 正しい位置にいるか確認する。１１－７　プレー
(２) サービングサイドが２０点に達した最初の機会に
①サービングサイドがあと１点でゲームが終了するとき 例１ ２０ゲームポイント11
②サービングサイドがあと１点でマッチ（試合）が終了するとき 例２ ２０マッチポイント14
注１ サービングサイドのスコアの直後にコールし、レシービングサイドのス
　　　コアを続ける
(３) スコアが２０点オールになったとき
　　得点が20-20になった場合、連続して2点取ったサイドが 例１　“２０オール”（２０ゲームポイントオールとコールしない）
　　そのゲームの勝ちとなる 例２ ２１ー２０
　　得点が29-29になった場合、得点が30になったサイドが 例３ ２５ー２４
　　そのゲームの勝ちとなる 例２ ２６ー２５

例５ ２９ー２８
２９ゲーム（またはマッチ）ポイント オール

第１ゲームが終了したとき
例 Ｘさん、Ａ（チーム名）が２１対1６で勝った ゲーム、ファーストゲーム、ワンバイ Ｘさん Ａ（チーム名） ２１－（インターバルボードを置く）

ラリー終了後直ちに“ゲーム”とコールする。“ゲーム”とコールすると同時にストップウォッチを押す。
３ゲーム目にエンドを交替させるとき １１－９　インターバル　チェンジ エンズ
1分間のインターバルで４0秒経過 （コート番号）20秒（20second)２回繰り返す）

注：1コートのみの場合はコート番号は不要
第２ゲームを始めるとき セカンドゲーム、ラブオール、プレー
第２ゲームが終了して、ゲーム間のインターバルに入るとき ゲーム、セカンドゲーム、ワンバイ Ｙさん Ｂ（チーム名“ゲーム”とコールすると同時にストップウォッチを押す。

ワン ゲーム オール
インターバルが２分のとき 主審は何のコールもしない。 （インターバルボードを置く）
２分のインターバルで４０秒経過 （コート番号）20秒（20second)２回繰り返す）
第３ゲームを始めるとき ファイナルゲーム、ラブオール、プレー
３ゲーム目にエンドを交替させるとき １１－９　インターバル　チェンジ エンズ
1分間のインターバルで４0秒経過 （コート番号）20秒（20second)２回繰り返す
インターバル後 １１－９　プレー
中断したプレーを再開するとき アーユーレディー？（スコア）、プレー
マッチ（試合）が終わったとき
例 Ｘさん、Ａ（チーム名）が２１対11、９対２１、２２対２0でマッチ ゲーム、マッチ ワンバイ Ｘさん Ａ(チーム名)
（試合）に勝った ２１－11、９－２１、２２－２０

プレーを中断するとき プレー イズ サスペンデッド
中断したプレーを再開するとき 正しい位置にいるか確認する。アーユーレディー？（スコア）、プレー
棄権するかを尋ねるとき アーユーリタイヤリング（棄権しますか）？
一方のサイドが棄権してマッチ（試合）が終了したとき
例 Ｙさんが棄権して、Ｘさんがマッチに勝った Ｙさん Ｂ（チーム名）リタイアド（棄権）

マッチ ワンバイ Ｘさん Ａ（チーム名）（全スコア）
ラインジャッジの判定が明らかに間違えている場合は コレクション　イン/アウト

警告またはフォルトを宣告するとき、違反したサイドを呼んで
(1)  警告のとき （プレーヤー名）ウォーニング フォー ミスコンダクト

（同時に右手にイエローカードを持ち、それを頭上に挙げ、違反プレーヤーに示す）
(2) フォルトのとき （プレーヤー名）フォルト フォー ミスコンダクト

（同時に右手にレッドカードを持ち、それを頭上に挙げ、違反プレーヤーに示す）
(３)レフェリーを呼ぶ時 右手をあげて“レフェリー”とコールする。 ミスコンダクトによるフォルトが２回目の時は

レフェリーを呼び報告、失格もありうる

一方のサイドが失格してマッチ（試合）が終了したとき
例 Ｙさんが失格して、Ｘさんがマッチに勝った Ｙさん Ｂ（チーム名）ディスクオリファイド（失格）

（同時にレフェリーよりブラックカードを受け取り、それを右手に持ち、頭上に挙げ、違反プレーヤーに示す）
マッチ ワンバイ Ｘさん Ａ（チーム名）（全スコア）

 主審のコールの仕方 　 

最初のサービングサイドとレシービングサイドを決めるとき

１ゲーム２ゲーム目の１１点のインターバ
ルではチェンジエンズはしません。

インプレー時


